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第2章 経営デ－タの処理の分析

A2P21063  光山 徹

歪度（1）
今まで算術平均や標準偏差が等しかった
としても、分布の形状が異なる場合があ
る

歪度

歪度（2）

A社営業員の年次有給休暇の所得日数です。

年次有給休暇取得日数と歪度

877766666666

5555554443320日数

歪度（3）
歪度Sk

Xi＝個々のデ－タ数 N＝デ－タ数

ｍ＝算術平均 σ＝不偏標準偏差
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歪度（4）
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0日 1日 2日 3日 4日 5日 6日 7日 8日

最頻値平均値

歪度（5）
対称分布：Sk=0

正の歪み：Sk>0（右裾が長い）

負の歪み：Sk<0（左裾が長い）
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尖度（1）
代表値

散布図 不十分な場合がある
歪度

分布の形が左右対称でも
分布の尖りが鋭いものや、
なだらかなものがある

尖度

尖度（2）
尖度Ku
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Xi＝個々のデ－タ数 N＝デ－タ数

ｍ＝算術平均 σ＝不偏標準偏差

尖度（3）

A社営業員の年次有給休暇の所得日数です。

年次有給休暇取得日数と尖度

877766666666

5555554443320日数

尖度（4）
Ｋｕ＞0：度数分布は標準正規分布より

尖っている（裾が短い）

Ｋu＝0：度数分布は標準正規分布と

同じ程度の尖り

Ku＜0：度数分布は標準正規分布より

扁平（裾が長い）

ＳＵＢＴＯＴＡＬ関数
企業の職員（56人）英語検定の点数

1.ＳＵＢＴＯＴＡＬ関数で各種統計量を出力

6879588889388

91868597817877

76759873727177

8070889577060

65636161835554

53606060555169

50464558414337

33473130151910

尖度（5）
標準正規分布

http://akademeia.info/main/math_lecturez/math_seiki_bunpu.htmより

明らかに
違う！
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特性値として望ましい条件

デ－タが同じ場合

デ－タ全体に関係があること

数値計算が（加減乗除）が容易であ
ること

用途が広く、ほかの特性値とも連携
できること

方法（1）

英語検定試験

10 19 15 30 31 47 33

37 43 41 58 45 46 50

69 51 55 60 60 60 53

54 55 83 61 61 63 65

60 70 7 95 88 70 80

77 71 72 73 98 75 76

77 78 81 97 85 86 91

88 93 88 88 5 79 68

A B C Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ

A2:G9にデ－タを入力
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方法（2）

1 61.98214286

2 56

3 56

4 98

5 5

6 1.58164E+97

7 23.6769862

8 23.46463225

9 3471

10 560.5996753

11 550.5889668

=SUBTOTAL(K3,A$2:G$10
)Ｌ4：Ｌ13にコピ－する

<<<総和平均
<<<数値デ－タ数
<<<全デ－タ数
<<<最大値
<<<最小値
<<<積
<<<不偏標準偏差
<<<試料標準偏差
<<<合計値
<<<不偏分散
<<<試料分散


